
粕
壁

か
す
か
べ

地
区

ち

く

の
地
名

ち
め
い

（
町
名
） 

 

春
日
部
の
地
名
と
題
し
て
一
月
号
に
発
表
し
た
と
お
り
、
粕
壁
と
は
、
春
日
部
・
糟
ケ
辺
・
糟
壁
・
糟
壁
村
・
糟
壁
町
・
粕
壁

町
・
粕
壁
宿
・
南
埼
玉
郡
粕
壁
町
・
春
日
部
町
・
春
日
部
市
と
変
遷
し
て
い
る
こ
と
が
判
っ
た
。 

 

現
在
の
大
字
粕
壁
（
粕
壁
東
・
緑
・
南
・
中
央
・
八
木
崎
町
・
浜
川
戸
町
を
含
む
）
の
近
世
に
お
け
る
宿
駅
の
集
落
と
し
て
は
、

当
初
つ
ぎ
の
小
名
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。 

 

上
宿
・
中
宿
・
新
宿
・
三
枚
橋
・
下
組
・
横
町
・
寺
町
・
八
木
崎
・
内
出
・
金
山
・
浜
川
戸
・
砂
塚
・
梅
田
・
川
久
保 

 

幕
末
期
に
は
伝
馬
御
用
の
繁
多
に
よ
り
組
が
編
成
さ
れ
て
、
つ
ぎ
の
名
が
明
治
期
ま
で
使
用
さ
れ
た
。 

 

上
町
・
新
宿
組
・
三
枚
橋
・
新
々
田
・
下
組
・
大
砂
組
・
内
出
・
金
山
・
寺
町
・
横
町
・
川
久
保
・
元
新
宿
・
内
谷
・
太
田
・

大
池
・
松
ノ
木
・
裏
町
・
前
山
中
・
上
山
中
・
陣
屋
・
八
木
崎
・
浜
川
戸
・
土
井
・
井 い

戸
棚

ど
だ
な

居 い

・
草
刈
場

く
さ
か
り
ば

・
馬 ば

草
場

く

さ

新
田

し
ん
で
ん 

 

大
正
期
か
ら
昭
和
二
十
年
頃
ま
で
は
町
内
編
成
が
行
な
わ
れ
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
名
称
を
付
し
て
い
た
。 



 

上
町
・
仲
町
・
新
宿
組
・
三
枚
橋
・
大
砂
・
新
々
田
・
大
下
・
松
ノ
木
・
川
久
保
・
元
新
宿
・
内
谷
・
大
池
・
浜
川
戸
・
八
幡

前
・
幸
町
・
八
木
崎
・
内
出
・
金
山
・
旭
町
・
春
日
町
・
富
士
見
町
・
陣
屋
・
元
町 

 

戦
後
、
一
部
名
称
が
変
更
さ
れ
編
成
も
一
部
変
更
さ
れ
た
。 

 

上
町
・
仲
町
・
本
町
・
三
枚
橋
・
大
砂
・
一
宮
町
・
東
町
・
川
久
保
・
元
新
宿
・
内
谷
・
大
池
・
浜
川
戸
・
八
木
崎
・
宮
本
町
・

幸
町
・
内
出
・
旭
町
・
春
日
町
・
富
士
見
町
・
陣
屋
・
元
町 

 

近
年
に
な
っ
て
住
居
表
示
法
に
基
づ
い
て
粕
壁
東
・
緑
町
・
南
と
い
う
町
名
が
付
さ
れ
た
り
、
ま
た
区
画
整
理
に
よ
っ
て
中
央
・

八
木
崎
町
・
浜
川
戸
町
等
の
町
名
が
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
集
落
名
も
時
代
の
変
遷
に
よ
り
変
化
し
て
き
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
町
名
の
中
か
ら
、
特
色
の
あ
る
町
名
の
由
来
を
記
し
参
考
に
す
る
。 

▽
元
新
宿
・
・
・
元
亀
四
年
の
北
条
氏
文
書
に
は
糟
ケ
辺
新
宿
と
あ
る
。
中
世
末
期
に
は
現
在
の
街
道
は
整
っ
て
い
な
い
。
古
道

沿
い
に
開
け
た
宿
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
宿
駅
制
度
が
確
立
し
街
道
も
整
備
さ
れ
、
粕
壁
宿
が
定
め
ら
れ
、
上
宿
・



中
宿
の
み
で
は
伝
馬
の
御
用
が
不
足
の
た
め
新
宿
の
住
民
が
宿
駅
の
中
心
地
へ
移
住
し
て
伝
馬
の
御
用
を
つ
と
め
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
の
土
地
を
新
宿
組
と
称
し
た
の
で
、
元
の
居
所
を
元
新
宿
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

▽
三
枚
橋
・
・
・
古
利
根
川
か
ら
草
刈
場
の
田
に
灌
漑
用
の
水
路
が
街
道
を
横
断
し
て
い
た
（
現
在
は
暗
渠
）
。
そ
の
水
路
に
架

け
ら
れ
た
橋
の
名
三
枚
石
橋
よ
り
称
え
ら
れ
た
も
の
で
、
日
光
道
中
宿
村
大
概
帳
に
「
字
三
枚
石
橋
・
石
橋
長
三
尺
・
横
三
間
・

是
を
自
普
請
仕
来
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
橋
の
架
け
ら
れ
て
い
た
所
は
粕
壁
小
学
校
入
口
の
「
ハ
ヤ
シ
ヤ
」
の
右
脇
で
、
三
枚
の

石
板
で
構
築
さ
れ
て
い
た
の
で
、
こ
の
名
が
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る
。 

▽
大
砂
・
・
・
下
八
幡
社
の
大
門
と
現
八
幡
橋
通
り
の
東
側
の
砂
塚
と
い
う
集
落
が
合
併
し
て
伝
馬
組
織
を
つ
く
っ
た
の
で
そ
れ

ぞ
れ
の
頭
文
字
を
と
っ
て
称
え
た
も
の
で
あ
る
。 

 

地
名
に
つ
い
て
は
、
今
後
な
お
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。 

初
出
「
広
報
か
す
か
べ 

昭
和
五
十
四
年
十
月
」
か
す
か
べ
の
歴
史
余
話 

 


